
規 則  

 

 横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ

こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ７ 年 ５ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春  

横 浜 市 規 則 第 66 号  

   横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る  

規 則  

 横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 10 年 １ 月 横 浜 市 規 則

第 １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 第 ２ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 」 を 「 第 ２ 条 第 ２ 項 第 ４ 号

」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 ２ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 」 を 「 第 ２ 条 第 ２ 項

第 ５ 号 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 １ の ２ の １ の 項 中 「 第 18 条 第 １ 項 」 を 「 第 19 条 第 １ 項 」 に

改 め 、 同 項 (1) 中 「 ５ の 項 (4) た だ し 書 」 を 「 ５ の 項 (5) た だ し 書 」 に 改

め 、 同 項 (2) 中 「 ５ の 項 (5) た だ し 書 」 を 「 ５ の 項 (6) た だ し 書 」 に 改 め

、 同 表 の ２ の 項 (3) 中 「 第 18 条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 」 を 「 第 19 条 第

１ 項 第 １ 号 に 定 め る 」 に 、 「 、 令 第 18 条 第 １ 項 第 １ 号 」 を 「 、 同 号

」 に 改 め 、 同 表 の ３ の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

３ 駐車場   車椅子使用者用駐車施設は、次に掲げるものでなければなら

ない。      

1(1) 機械式駐車場に設ける場合は、車椅子使用者が円滑に利用 

1 できる構造とすること。  

1 (2) 機械式駐車場以外の駐車場に設ける場合は、次に掲げるも 

11のとすること。  

1  ア 奥行きは、600センチメートル以上とすること。ただし 

11、２台目からの車椅子使用者用駐車施設については、奥行 

11 1きを 500センチメートル以上とすることができる。  

11イ 水平な場所に設けること。    

111ウ  障害者のための国際シンボルマークを車が停車し、又は 

1111駐車している状態で見える位置に塗布すること。   

 

 

 

  

 

 

別 表 第 １ の ２ の ５ の 項 中 「 廊 下 等 は 」 を 「 廊 下 等 （ 車 椅 子 使 用 者

用 経 路 を 構 成 す る 廊 下 等 を 除 く 。 別 表 第 １ の ４ の ５ の 項 (2) に お い て

同 じ 。） は 」 に 改 め 、 同 項 (5) 中 「 こ の 表 」 の 次 に 「 及 び 別 表 第 １ の

３ 」 を 加 え 、 同 表 の ６ の 項 (2) 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 」 を 「 第 19 条

第 ２ 項 第 ５ 号 」 に 改 め 、 同 表 の ７ の 項 (2) 中 「 傾 斜 路 は 」 を 「 傾 斜 路

（ 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 を 構 成 す る 傾 斜 路 を 除 く 。 別 表 第 １ の ４ の ７
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の 項 (2) に お い て 同 じ 。） は 」 に 改 め 、 同 表 の ８ の 項 中 「 第 18 条 第 ２

項 第 ６ 号 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 (3) た だ し 書 中 「

第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ た だ し 書 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ た だ し

書 」 に 改 め 、 同 項 (4) 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ (2) 」 を 「 第 19 条 第 ２

項 第 ５ 号 リ (2) 」 に 改 め 、 同 表 の ９ の 項 (1) 中 「 全 て 」 の 次 に 「（ 建 築

物 の 増 築 又 は 改 築 （ 用 途 の 変 更 を し て 特 別 特 定 建 築 物 に す る こ と を

含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 増 築 等 」 と い う 。 ） を す る 場 合 に あ っ

て は 、 そ の う ち 増 築 等 に 係 る 部 分 を 有 す る 階 数 に 相 当 す る 数 以 上 ）

」 を 加 え 、 同 項 (2) 中  

「 (2)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害   

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 そ の う ち １ 以 上 （ 男  

子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） は 、  

次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。  

ア  令 第 14 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 設 け る 車 椅 子 使 用 者  

  用 便 房 は 、 次 に 掲 げ る も の で あ る こ と 。  

(ｱ)  車 椅 子 使 用 者 用 便 房 は 、 分 か り や す く 利 用 し や す い 位  

置 に 設 け る こ と 。  

a (ｲ)  高 齢 者 、 障 害 者 等 が 円 滑 に 利 用 で き る 構 造 の 洗 面 器 を   

設 け る こ と 。  

a (ｳ)  当 該 便 房 の 出 入 口 の 戸 又 は そ の 付 近 に 車 椅 子 使 用 者 が  

    円 滑 に 利 用 で き る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。        」  

を  

「 (2)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の

特 別 特 定 建 築 物 が あ る 場 合 に お い て は 、 そ れ ら の 特 別 特 定 建

築 物 の 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、

障 害 者 等 が 利 用 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 の 和 を い う 。 ） が 1,  

000 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 建 築 物 に お い て 不 特 定 か つ 多 数 の 者

が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 便 所 を

設 け る 場 合 に は 、 そ の う ち １ 以 上 （ 男 子 用 及 び 女 子 用 の 区 別

が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） に 、 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 を

１ 以 上 設 け な け れ ば な ら な い 。  

(3)  令 第 14 条 第 ２ 項 又 は (2) の 規 定 に よ り 設 け る 車 椅 子 使 用 者 用  

便 房 は 、 次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。  

ア  車 椅 子 使 用 者 用 便 房 は 、 分 か り や す く 利 用 し や す い 位 置  

 に 設 け る こ と 。  

イ  高 齢 者 、 障 害 者 等 が 円 滑 に 利 用 で き る 構 造 の 洗 面 器 を 設  

 け る こ と 。  

ウ  当 該 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 の 出 入 口 の 戸 又 は そ の 付 近 に 車  

椅 子 使 用 者 が 円 滑 に 利 用 で き る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。   」  
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に 、 「  イ  令 第 14 条 第 １ 項 第 ２ 号 」 を 「 (4)  令 第 14 条 第 ３ 項 」 に

改 め 、 同 項 (3) 中 「 (3) 」 を 「 (5) 」 に 、 「 ５ の 項 (4) ア 」 を 「 ５ の 項 (5) ア

」 に 改 め 、 同 表 の 10 の 項 中 「  浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「

 浴 室 又 は シ ャ ワ ー 室 （ 以 下 「 浴 室 等 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 項

(1) 及 び (2) 中 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 を 」 を 「 浴 室 等 」 に 改 め

、 同 表 の 11 の 項 (3) 中 「 第 15 条 第 ２ 項 第 １ 号 イ 」 を 「 第 16 条 第 ２ 項 第

１ 号 イ 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 １ の ３ の １ の 項 (2) 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ７ 号 」 を 「 第 19 条 第

２ 項 第 ７ 号 」 に 改 め 、 同 表 の ３ の 項 (2) た だ し 書 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第

５ 号 イ 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 イ 」 に 改 め 、 同 表 の ４ の 項 (3) 中 「

第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ (2) 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ (2) 」 に 改 め 、

同 表 に 次 の よ う に 加 え る 。  

５ 便所   多数の者が利用する部分の床面積の合計（同一敷地内に２以

上の特別特定建築物（共同住宅に限る。以下この項において同

じ。）がある場合においては、それらの特別特定建築物の多数

の者が利用する部分の床面積の合計の和をいう。）が 1,000平

方メートル未満の建築物において多数の者が利用する便所を設

ける場合には、そのうち１以上（男子用及び女子用の区別があ

るときは、それぞれ１以上）に、車椅子使用者用便房を１以上

設けなければならない。   

 

 

 

 

 

 

  

 

 別 表 第 １ の ４ の １ の 項 (1) ア 中 「 経 路 （ 」 の 次 に 「 当 該 利 用 居 室 が

11 の 項 (1) の 劇 場 等 の 客 席 で あ る 場 合 に あ っ て は 車 椅 子 使 用 者 用 経 路

を 含 み 、」 を 加 え 、 「 あ っ て は 、」 を 「 あ っ て は 」 に 改 め 、 同 項 (1)

イ 及 び ウ 中 「 経 路 」 の 次 に 「（ 当 該 利 用 居 室 が 11 の 項 (1) の 劇 場 等 の

客 席 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 を 含 む 。 ） 」 を 加

え 、 同 表 の ２ の 項 (3) 中 「 第 18 条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 」 を 「 第 19 条

第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 」 に 、 「 、 令 第 18 条 第 １ 項 第 １ 号 」 を 「 、 同

号 」 に 改 め 、 同 表 の ３ の 項 (1) を 次 の よ う に 改 め る 。  

(1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等

が 利 用 す る 駐 車 場 に は 、 当 該 駐 車 場 に 設 け る 駐 車 施 設 の 数 （ 当 該

駐 車 場 を ２ 以 上 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 駐 車 場 に 設 け る 駐 車

施 設 の 総 数 。 別 表 第 ５ の ３ の 項 (1) に お い て 同 じ 。 ） に 100 分 の ２

を 乗 じ て 得 た 数 （ そ の 数 に １ 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数

を 切 り 上 げ た 数 ） 以 上 の 車 椅 子 使 用 者 用 駐 車 施 設 を 設 け な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 車 椅 子 使 用 者 が 駐 車 場 を 利 用 す る 上 で 支 障 が

な い も の と し て 令 第 18 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 国 土 交 通 大

臣 が 定 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 別 表 第 １ の ４ の ３ の 項 (2) ウ (ｱ) を 次 の よ う に 改 め る 。  

(ｱ)  当 該 機 械 式 駐 車 場 の 出 入 口 の 部 分 に 車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に
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自 動 車 に 乗 降 す る こ と が 可 能 な 場 所 が １ 以 上 設 け ら れ て い る

こ と 。  

別 表 第 １ の ４ の ３ の 項 (2) エ (ｱ) た だ し 書 中 「 当 該 駐 車 場 の 総 駐 車 台

数 が 100 を 超 え る 場 合 に お け る 」 を 削 り 、 同 表 の ６ の 項 (2) 中 「 第 18

条 第 ２ 項 第 ５ 号 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 」 に 改 め 、 同 表 の ８ の 項

(1) イ た だ し 書 を 削 り 、 同 項 (1) ク た だ し 書 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ

た だ し 書 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ た だ し 書 」 に 改 め 、 同 項 (1) ク

(ｲ) 及 び ケ 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ (2) 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ５ 号 リ

(2) 」 に 改 め 、 同 項 (2) 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ６ 号 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第

６ 号 」 に 改 め 、 同 表 の ９ の 項 (1) 中 「 全 て 」 の 次 に 「（ 建 築 物 の 増 築

又 は 改 築 （ 用 途 の 変 更 を し て 条 例 対 象 小 規 模 特 別 特 定 建 築 物 に す る

こ と を 含 む 。 以 下 こ の 表 に お い て 「 増 築 等 」 と い う 。 ） を す る 場 合

に あ っ て は 、 そ の う ち １ 以 上 ）」 を 加 え 、 同 項 (1) に 次 の た だ し 書 を

加 え る 。  

た だ し 、 増 築 等 を す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 増 築 等 に 係 る 部 分 に

不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が

利 用 す る 部 分 を 含 ま な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

別 表 第 １ の ４ の ９ の 項 (2) イ (ｱ) 中  

「 (ｱ)  車 椅 子 使 用 者 用 便 房 は 、 分 か り や す く 利 用 し や す い 位 置 に  

設 け る こ と 。                      」  

を  

「 (ｱ)  車 椅 子 使 用 者 用 便 房 は 、 分 か り や す く 利 用 し や す い 位 置 に  

設 け る こ と 。  

 (ｲ)  腰 掛 便 座 、 手 す り 等 が 適 切 に 配 置 さ れ て い る こ と 。  

(ｳ)  車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に 利 用 す る こ と が で き る よ う 十 分 な 空  

 間 が 確 保 さ れ て い る こ と 。                」  

に 改 め 、 同 項 (2) イ (ｲ) 中 「 (ｲ) 」 を 「 (ｴ) 」 に 改 め 、 同 項 (2) イ (ｳ) 中 「 (ｳ) 」

を 「 (ｵ) 」 に 、 「 当 該 便 房 」 を 「 当 該 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 」 に 改 め 、

同 表 の 10 の 項 中 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「 浴 室 等 」 に 改

め 、 同 表 の 13 の 項 (1) 中 「 12 の 項 (2) 」 を 「 13 の 項 (2) 」 に 改 め 、 同 項 (1)

た だ し 書 中 「 第 21 条 第 １ 項 た だ し 書 」 を 「 第 22 条 第 １ 項 た だ し 書 」

に 改 め 、 同 項 (2) イ (ｲ) 中 「 第 21 条 第 ２ 項 第 ２ 号 ロ 」 を 「 第 22 条 第 ２ 項

第 ２ 号 ロ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の 14 の 項 と し 、 同 表 の 12 の 項 (2) 中 「

第 20 条 第 ２ 項 」 を 「 第 21 条 第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の 13 の 項 と

し 、 同 表 の 11 の 項 中 「 第 19 条 」 を 「 第 20 条 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 の

12 の 項 と し 、 同 条 の 10 の 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  
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11 劇場等の客席  (1) 劇場等（床面積の合計が 300平方メートル以上のものに限 

1 る。）の客席を設ける場合は、次に定める基準に適合する車 

1椅子使用者用部分を１以上設けなければならない。        

1 ア 幅は、90センチメートル以上とすること。         

1 イ 奥行きは、135センチメートル以上とすること。 

  1ウ 1床は、平らとすること。  

(2) 車椅子使用者用経路のうち１以上は、５の項(1)及び７の項   

11(1)イからエまでの規定によるほか、次に掲げるものでなけれ  

1ばならない。11   

1ア  幅は、90センチメートル以上とすること。      

11イ  50メートル以内ごとに車椅子の転回に支障がない場所を 

111設けること。  

11ウ 段又は勾配が12分の１（高さが16センチメートル以下の 

1傾斜路にあっては、８分の１）を超える傾斜路を設けない 

こと。  

1 エ 高さが16センチメートルを超える傾斜がある傾斜路又は 

  高さが16センチメートル以下で勾配が12分の１を超える傾 

斜路には、手すりを設けること。    

1オ 高さが75センチメートルを超える傾斜路にあっては、高 

 1さ75センチメートル以内ごとに踏幅が150センチメートル  

以上の踊場を設けること。       

 別 表 第 １ の ４ 備 考 ３ 中 「 １ の 項 (1) ア 」 の 次 に 「（ 車 椅 子 使 用 者 用

経 路 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 キ ま で 、 ク （ (ｱ) を 除 く 。 ）

」 を 「 エ ま で 、 カ か ら ク （ (ｱ) を 除 く 。 ） ま で 」 に 、 「 11 の 項 (1) 」 を

「 12 の 項 (1) 」 に 改 め 、 同 表 備 考 ４ 中 「 増 築 又 は 改 築 （ 用 途 の 変 更 を

し て 条 例 対 象 小 規 模 特 別 特 定 建 築 物 に す る こ と を 含 む 。 以 下 こ の 備

考 に お い て 「 増 築 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 増 築 等 」 に 改 め 、 「 １ の 項

(1) ア 」 の 次 に 「（ 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） 」 を 加

え 、 「 キ ま で 、 ク （ (ｱ) を 除 く 。 ） 」 を 「 エ ま で 、 カ か ら ク （ (ｱ) を 除

く 。 ） ま で 」 に 、 「 11 の 項 (1) 」 を 「 12 の 項 (1) 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 ５ の １ の 項 (1) ア 中 「 経 路 」 の 次 に 「（ 当 該 利 用 居 室 が 12 の

項 (1) の 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者

等 が 利 用 す る 客 席 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 客 席 の 出 入 口 と 車 椅

子 使 用 者 用 部 分 と の 間 の 経 路 （ 以 下 こ の 表 及 び 別 表 第 ９ 備 考 19 に お

い て 「 指 定 施 設 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 」 と い う 。 ） を 含 む 。 ） 」 を 加

え 、 同 項 (1) イ 及 び ウ 中 「 経 路 」 の 次 に 「（ 当 該 利 用 居 室 が 12 の 項 (1)

の 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が

利 用 す る 客 席 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 指 定 施 設 車 椅 子 使 用 者 用 経 路
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を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 表 の ２ の 項 (3) 中 「 １ の 項 ア 」 を 「 １ の 項 (1)

ア 」 に 改 め 、 同 表 の ３ の 項 (1) 中  

「 (1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 駐 車 場 を 設 け る 場 合 に は 、 敷 地 内 に 車 椅 子 使

用 者 用 駐 車 施 設 を １ 以 上 （ 機 械 式 駐 車 場 以 外 の 駐 車 場 の 総 駐

車 台 数 が 100 を 超 え る と き は 、 当 該 台 数 の 100 分 の 1 以 上 ）  

設 け な け れ ば な ら な い 。                 」  

を  

「 (1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 駐 車 場 に は 、 ア 又 は イ に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に  

応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 数 以 上 の 車 椅 子 使 用 者 用 駐  

車 施 設 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

ア  当 該 駐 車 場 に 設 け る 駐 車 施 設 の 数 が 200 以 下 の 場 合  当

 該 駐 車 施 設 の 数 に 100 分 の ２ を 乗 じ て 得 た 数 （ そ の 数 に １

 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 上 げ た 数 ）  

イ  当 該 駐 車 場 に 設 け る 駐 車 施 設 の 数 が 200 を 超 え る 場 合  

 当 該 駐 車 施 設 の 数 に 100 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 （ そ の 数 に

 １ 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 上 げ た 数 ） に

 ２ を 加 え た 数  

(2)  建 築 物 の 増 築 又 は 改 築 （ 用 途 の 変 更 を し て 指 定 施 設 に す る  

こ と を 含 む 。 以 下 こ の 表 に お い て 「 増 築 等 」 と い う 。 ） を す

る 場 合 に あ っ て は 、 (1) の 規 定 に か か わ ら ず 、 ア 又 は イ に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 数 以 上 の 車

椅 子 使 用 者 用 駐 車 施 設 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ア  当 該 増 築 等 に 係 る 部 分 に 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、

又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 駐 車 場 を 設 け る  

場 合  (ｱ) 又 は (ｲ) に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ (ｱ) 又

は (ｲ) に 定 め る 数  

(ｱ)  当 該 駐 車 場 （ 当 該 増 築 等 に 係 る 部 分 に 設 け る も の に 限  

る 。 以 下 こ の ア に お い て 同 じ 。 ） に 設 け る 駐 車 施 設 の 数

（ 当 該 駐 車 場 を ２ 以 上 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 駐 車

場 に 設 け る 駐 車 施 設 の 総 数 。 (ｲ) に お い て 同 じ 。 ） が 200

以 下 の 場 合  当 該 駐 車 施 設 の 数 に 100 分 の ２ を 乗 じ て 得

た 数 （ そ の 数 に １ 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を

切 り 上 げ た 数 ）  

(ｲ)  当 該 駐 車 場 に 設 け る 駐 車 施 設 の 数 が 200 を 超 え る 場 合

  当 該 駐 車 施 設 の 数 に 100 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 に ２ を

 加 え た 数 （ そ の 数 に １ 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端

 数 を 切 り 上 げ た 数 ）  

イ  当 該 駐 車 場 を 設 け な い 場 合  １            」  
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に 改 め 、 同 項 (2) 中 「 (2) 」 を 「 (3) 」 に 改 め 、 同 項 (2) ウ (ｱ) を 次 の よ う に

改 め る 。  

(ｱ)  当 該 機 械 式 駐 車 場 の 出 入 口 の 部 分 に 車 椅 子 使 用 者 が 円 滑 に

自 動 車 に 乗 降 す る こ と が 可 能 な 場 所 が １ 以 上 設 け ら れ て い る

こ と 。  

別 表 第 ５ の ３ の 項 (2) エ (ｱ) た だ し 書 中 「 当 該 駐 車 場 の 総 駐 車 台 数 が

100 を 超 え る 場 合 に お け る 」 を 削 り 、 同 項 (3) 中 「 (3) 」 を 「 (4) 」 に 改

め 、 同 表 の ５ の 項 (2) 中 「 廊 下 等 は 」 を 「 廊 下 等 （ 指 定 施 設 車 椅 子 使

用 者 用 経 路 を 構 成 す る 廊 下 等 を 除 く 。 ） は 」 に 改 め 、 同 表 の ７ の 項

(2) 中 「 傾 斜 路 」 の 次 に 「（ 指 定 施 設 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 を 構 成 す る

傾 斜 路 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 表 の ８ の 項 (2) 中 「 第 18 条 第 ２ 項 第 ６

号 」 を 「 第 19 条 第 ２ 項 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 表 の ９ の 項 (1) 中  

「 (1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 当 該 便 所 の 全 て は 、  

次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。           」  

を  

「 (1)  用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 （ 増 築 若 し く は 改 築 又 は 用 途 の

変 更 の 場 合 に あ っ て は 、 当 該 増 築 若 し く は 改 築 又 は 用 途 の 変

更 に 係 る 部 分 の 床 面 積 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 合 計

が 500 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 建 築 物 に あ っ て は 、 不 特 定 か つ 多

数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る

便 所 は 、 令 第 14 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 国 土 交 通 大 臣 が 定 め る

配 置 の 基 準 に 従 い 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と

し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 階 （ 同 項 の 規 定 に よ り 国 土

交 通 大 臣 が 定 め る 階 を 除 く 。 ） の 階 数 に 相 当 す る 数 以 上 設 け

な け れ ば な ら な い 。  

(2)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 当 該 便 所 の 全 て （ 増

築 等 を す る 場 合 に あ っ て は 、 そ の う ち 当 該 増 築 等 に 係 る 部 分

を 有 す る 階 数 に 相 当 す る 数 以 上 （ 床 面 積 の 合 計 が 500 平 方 メ

ー ト ル 未 満 の 建 築 物 で 、 当 該 便 所 を 設 け る も の に あ っ て は 、

そ の う ち １ 以 上 ） ） は 、 次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 増 築 等 を す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 増 築 等 に 係 る 部

分 に 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障  

害 者 等 が 利 用 す る 部 分 を 含 ま な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。」  

に 改 め 、 同 項 (1) エ (ｱ) 中 「 。 (ｲ) に お い て 同 じ 」 を 削 り 、 同 項 (2) 中  

「 (2)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 そ の う ち １ 以 上 （ 男

子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） は 、  

次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。           」  
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を  

「 (3)  (1) の 規 定 に よ り 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し

て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 階 に お い て は 、

当 該 便 所 の う ち １ 以 上 （ 当 該 階 に お い て 不 特 定 か つ 多 数 の 者

が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 部 分 の

床 面 積 が １ 万 平 方 メ ー ト ル を 超 え る 場 合 に あ っ て は 、 令 第 14

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 国 土 交 通 大 臣 が 定 め る 数 以 上 ） に 、 車

椅 子 使 用 者 用 便 房 を １ 以 上 （ 男 子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る

と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） 設 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

車 椅 子 使 用 者 が 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 を 利 用 す る 上 で 支 障 が な

い も の と し て 同 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 国 土 交 通 大 臣 が 定 め

る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

(4)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の

特 別 特 定 建 築 物 が あ る 場 合 に お い て は 、 そ れ ら の 特 別 特 定 建

築 物 の 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、

障 害 者 等 が 利 用 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 の 和 を い う 。 ） が 1,  

000 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 建 築 物 に お い て 不 特 定 か つ 多 数 の 者

が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す る 便 所 を

設 け る 場 合 に は 、 そ の う ち １ 以 上 （ 男 子 用 及 び 女 子 用 の 区 別

が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） に 、 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 を

１ 以 上 （ 男 子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １  

以 上 ） 設 け な け れ ば な ら な い 。              」  

に 改 め 、 同 項 (2) ア 中  

「  ア  便 所 内 に 、 次 に 掲 げ る 構 造 の 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 を １ 以  

上 設 け る こ と 。                    」  

を  

「 (5)  (3) 及 び (4) の 規 定 に よ り 設 け る 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 は 、 次 に  

掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。             」  

に 、 「  (ｱ) 」 を 「 ア 」 に 、 「  (ｲ) 」 を 「 イ 」 に 、 「  ａ 」 を 「 (ｱ) 」

に 、 「  b 」 を 「 (ｲ) 」 に 、 「  ｃ 」 を 「 (ｳ) 」 に 、 「  ｄ 」 を 「 (ｴ) 」

に 、 「  ｅ 」 を 「 (ｵ) 」 に 、 「  (ｳ) 」 を 「 ウ 」 に 、 「  (ｴ) 」 を 「 エ 」

に 、 「  (ｵ) 」 を 「 オ 」 に 、 「  (ｶ) 」 を 「 カ 」 に 、 「  (ｷ) 」 を 「 キ 」

に 、 「  (ｸ) 」 を 「 ク 」 に 、 「  (ｹ) 」 を 「 ケ 」 に 改 め 、 同 項 (2) ア (ｹ) 中

「 当 該 便 房 」 を 「 当 該 車 椅 子 使 用 者 用 便 房 」 に 改 め 、 同 項 (2) イ を 削

り 、 同 項 (3) 中  

「 (3)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 便 房 を 設

け た 便 所 を そ れ ぞ れ １ 以 上 （ 男 子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る

と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） 設 け 、 当 該 便 房 の 出 入 口 の 戸 又 は  
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そ の 付 近 に は 、 そ の 旨 の 表 示 を し な け れ ば な ら な い 。    」  

を  

「 (6)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害

者 等 が 利 用 す る 便 所 を 設 け る 場 合 に は 、 そ の う ち １ 以 上 （ 男

子 用 及 び 女 子 用 の 区 別 が あ る と き は 、 そ れ ぞ れ １ 以 上 ） は 、

次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な ら な い 。  

ア  便 所 内 に 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 円 滑 に 利 用 す る こ と が で  

き る 次 に 掲 げ る 構 造 の 水 洗 器 具 を 設 け た 便 房 を １ 以 上 設 け

る こ と 。  

(ｱ)  当 該 便 房 の 出 入 口 の 戸 又 は そ の 付 近 に 水 洗 器 具 を 設 け  

た 便 房 で あ る 旨 の 表 示 を 行 う こ と 。  

(ｲ)  専 用 の 汚 物 流 し 、 水 栓 、 洗 浄 ボ タ ン 、 紙 巻 器 、 汚 物 入  

れ 、 棚 及 び フ ッ ク を 適 切 に 設 け る こ と 。  

イ  便 所 内 に 、 次 に 掲 げ る 便 房 を そ れ ぞ れ １ 以 上 設 け 、 当 該  

便 房 の 出 入 口 の 戸 又 は そ の 付 近 に そ の 旨 の 表 示 を 行 う こ と  

。                          」  

に 、 「 ア 」 を 「  (ｱ) 」 に 、 「 イ 」 を 「  (ｲ) 」 に 改 め 、 同 表 の 10 の 項

中 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「 浴 室 等 」 に 改 め 、 同 表 の 11

の 項 (2) ア (ｱ) 中 「 ９ の 項 (2) ア (ｲ) か ら (ｷ) ま で 」 を 「 ９ の 項 (5) イ か ら キ ま

で 」 に 改 め 、 同 項 (2) ア (ｲ) 中 「 当 該 便 房 」 を 「 当 該 車 椅 子 使 用 者 用 便

房 」 に 改 め 、 同 表 の 12 の 項 (1) 中  

「 (1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 客 席 を 設 け る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る も の で な け

れ ば な ら な い 。  

ア  車 椅 子 使 用 者 用 の 客 席 を 、 観 覧 し や す く 、 か つ 、 出 入 口  

か ら 容 易 に 到 達 で き る 位 置 に ２ 以 上 設 け る こ と 。  

イ  出 入 口 か ら 車 椅 子 使 用 者 用 の 客 席 に 至 る 経 路 の う ち １ 以  

上 は 、 次 に 掲 げ る も の で あ る こ と 。  

(ｱ)  車 椅 子 使 用 者 が 通 路 等 を 通 行 し や す い 幅 と す る こ と 。  

(ｲ)  段 又 は 勾 配 が 12 分 の １ を 超 え る 傾 斜 路 を 設 け な い こ と  

。  

(ｳ)  傾 斜 路 を 設 け る 場 合 は 、 そ の 前 後 の 通 路 等 と の 色 の 明  

度 、 色 相 又 は 彩 度 の 差 が 大 き い こ と に よ り そ の 存 在 を 容

易 に 識 別 で き る も の と す る こ と 。  

ウ  車 椅 子 使 用 者 用 の 客 席 は 、 １ 席 当 た り 幅 90 セ ン チ メ ー ト  

ル 以 上 、 奥 行 き 150 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。   」  

を  

「 (1)  不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害  

者 等 が 利 用 す る 客 席 を 設 け る 場 合 は 、 ア 又 は イ に 掲 げ る 場 合

の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 数 以 上 の 車 椅 子 使
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用 者 用 部 分 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

ア  当 該 客 席 （ 増 築 等 を す る 場 合 に あ っ て は 、 増 築 等 に 係 る

部 分 に 設 け る も の に 限 る 。 イ に お い て 同 じ 。 ） に 設 け る 座

席 の 数 が 400 以 下 の 場 合  ２  

イ  当 該 客 席 に 設 け る 座 席 の 数 が 400 を 超 え る 場 合  当 該 座

席 の 数 に 200 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 （ そ の 数 に １ 未 満 の 端

数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 上 げ た 数 ）  

(2)  (1) の 車 椅 子 使 用 者 用 部 分 は 、 次 に 掲 げ る も の で な け れ ば な  

ら な い 。  

 ア  幅 は 、 90 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

 イ  奥 行 き は 、 150 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 た だ し  

、 ３ か 所 目 か ら の 車 椅 子 使 用 者 用 部 分 に つ い て は 、 奥 行 き

を 135 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と が で き る 。  

 ウ  観 覧 し や す く 、 か つ 、 出 入 口 か ら 容 易 に 到 達 で き る 位 置  

に 設 け る こ と 。  

 エ  床 は 、 平 ら と す る こ と 。  

(3)  指 定 施 設 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 の う ち １ 以 上 は 、 ５ の 項 (1) 及

び ７ の 項 (1) イ か ら エ ま で の 規 定 に よ る ほ か 、 次 に 掲 げ る も の

で な け れ ば な ら な い 。  

ア  表 面 は 、 車 椅 子 使 用 者 、 つ え 使 用 者 等 の 通 行 に 支 障 が な  

い 仕 上 げ と す る こ と 。  

イ  幅 は 、 120 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

ウ  50 メ ー ト ル 以 内 ご と に 車 椅 子 の 転 回 に 支 障 が な い 場 所 を  

設 け る こ と 。  

エ  段 又 は 勾 配 が 12 分 の １ を 超 え る 傾 斜 路 を 設 け な い こ と 。  

オ  高 さ が 16 セ ン チ メ ー ト ル を 超 え る 傾 斜 が あ る 傾 斜 路 に は

、 手 す り を 設 け る こ と 。  

カ  傾 斜 路 の 前 後 に は 、 長 さ 150 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の 水 平

 部 分 を 確 保 す る こ と 。  

キ  高 さ が 75 セ ン チ メ ー ト ル を 超 え る 傾 斜 路 に あ っ て は 、 高  

さ 75 セ ン チ メ ー ト ル 以 内 ご と に 踏 幅 が 150 セ ン チ メ ー ト ル  

以 上 の 踊 場 を 設 け る こ と 。               」  

に 改 め 、 同 項 (2) 中 「 (2) 」 を 「 (4) 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 ９ の １ の 表 中 「 床 面 積 の 」 を 「 床 面 積 （ 増 築 、 改 築 、 用 途

の 変 更 、 大 規 模 の 修 繕 （ 建 築 基 準 法 第 ２ 条 第 14 号 に 規 定 す る 大 規 模

の 修 繕 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 大 規 模 の 模 様 替 （ 同 条 第 15 号 に 規

定 す る 大 規 模 の 模 様 替 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 場 合 に あ っ て は 、 当

該 増 築 、 改 築 、 用 途 の 変 更 、 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様 替 に 係

る 部 分 の 床 面 積 ） の 」 に 、 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「 浴

室 等 」 に 、  
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「  

13 集会 

1 場（一 

1 の集会 

300平 

方メー 

トル未 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○   ○ 

11室の床

11面積が

11200平 1

11方メー1

1 トルを 1

1 超える 1

1 ものに 1

1 限る。1

11）又は 1

11公会堂 

満のも 

の   

                     

300平 

方メー 

トル以 

上 1,00 

0平方 

メート 

ル未満 

のもの 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○   ○ 

1,000  

平方メ 

ートル 

以上の 

もの   

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

                             」  

を  

「  

13 集会

11場（一

11の集会 1

1 室の床

11面積が 

11200平 1

11方メー1

1トルを 1

300平

方メー

トル未

満のも

の   

 

 

 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○   ○ 
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1超える 1

1ものに 1

1限る。1 

1）又は 

1公会堂 

300平

方メー

トル以

上 1,00

0平方 

メート

ル未満 

のもの 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

    

 

1,000

平方メ

ートル

以上の

もの   

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

                             」  

に 改 め 、 同 表 備 考 ３ 中 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (3) ア 及 び イ 」 を 「 別 表 第

５ の ９ の 項 (6) イ (ｱ) 及 び (ｲ) 」 に 改 め 、 同 表 備 考 13 及 び 14 中 「 ９ の 項 (3)

」 を 「 ９ の 項 (6) イ 」 に 改 め 、 同 表 備 考 17 中 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (2) 」

を 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (4) 、 (5) 及 び (6) ア 」 に 改 め 、 同 表 備 考 18 中 「 別

表 第 ５ の ９ の 項 (2) イ 」 を 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (6) ア 」 に 改 め 、 同 表 備

考 19 中 「 に 限 り 」 を 「（ (2) 、 (4) 又 は (6) の 経 路 が ２ 以 上 あ る 場 合 に あ

っ て は 、 い ず れ か 一 の 経 路 に 係 る 部 分 ） に 限 り 」 に 改 め 、 同 表 備 考

19 (2) 、 (4) 及 び (6) 中 「 １ 以 上 の 経 路 」 を 「 経 路 （ 当 該 利 用 居 室 が 不 特

定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 利 用 す

る 客 席 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 指 定 施 設 車 椅 子 使 用 者 用 経 路 を 含 む

。 ） 」 に 改 め 、 同 表 備 考 21 中 「 大 規 模 修 繕 等 」 を 「 大 規 模 の 修 繕 又

は 大 規 模 の 模 様 替 」 に 改 め 、 「（ 建 築 基 準 法 第 ２ 条 第 14 号 に 規 定 す

る 大 規 模 の 修 繕 又 は 同 条 第 15 号 に 規 定 す る 大 規 模 の 模 様 替 を い う 。  

） 」 を 削 り 、 同 表 備 考 22 中 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (2) ア (ｷ) 」 を 「 別 表 第

５ の ９ の 項 (5) キ 」 に 改 め 、 同 表 備 考 23 中 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (2) イ (ｲ)

」 を 「 別 表 第 ５ の ９ の 項 (6) ア (ｲ) 」 に 改 め 、 同 表 備 考 24 中 「 ９ の 項 (3)

」 を 「 ９ の 項 (6) イ 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 11 の １ の 項 (2) イ 中 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「 浴

室 等 」 に 改 め 、 同 表 の ３ の 項 (1) 中 「 (1) 」 を 削 り 、 同 項 (2) を 削 り 、 同

表 の ９ の 項 後 段 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  こ の 場 合 に お い て 、 同 項 (2) 中 「 そ の う ち 当 該 」 と あ る の は 「 当
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該 」 と 、 「 階 数 に 相 当 す る 数 」 と あ る の は 「 階 ご と に １ 」 と 、 「

そ の う ち １ 」 と あ る の は 「 当 該 便 所 の う ち １ 」 と 、 同 項 (6) 中 「 そ

の う ち 」 と あ る の は 「 当 該 便 所 を 設 け る 階 ご と に 」 と 読 み 替 え る

も の と す る 。  

別 表 第 11 の 10 の 項 中 「 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 又 は 更 衣 室 」 を 「 浴 室 等

」 に 改 め 、 同 表 の 12 の 項 (1) 後 段 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  こ の 場 合 に お い て 、 同 項 (1) ア 中 「 400 」 と あ る の は 「 200 」 と

、 同 項 (1) イ 中 「 400 」 と あ る の は 「 200 」 と 、 「 200 分 の １ 」 と

あ る の は 「 100 分 の １ 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

 第 １ 号 様 式 中  

「  

 
                          」  

を  

「  

 

                                                              」  

に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 ７ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則

（ 以 下 「 新 規 則 」 と い う 。 ） 別 表 第 １ の ２ か ら 別 表 第 １ の ４ ま で

の 規 定 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後

に 着 手 す る 建 築 （ 用 途 の 変 更 を し て 特 別 特 定 建 築 物 に す る こ と を

含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 当 該 建 築 を し た 特 別 特 定 建 築 物 の 維 持 に

つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 着 手 し た 建 築 及 び 当 該 建 築 を し た 特 別

特 定 建 築 物 の 維 持 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。       

３  新 規 則 別 表 第 ５ 、 別 表 第 ９ 及 び 別 表 第 11 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後

に 横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 90 号

） 第 28 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 協 議 （ 以 下 「 協 議 」 と い う 。 ） を 開
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始 し た 指 定 施 設 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 協 議 を 開 始 し た 指 定

施 設 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。             

４  新 規 則 別 表 第 11 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く

り 条 例 施 行 規 則 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 交 付 の 請 求 （ 以 下 「 交

付 請 求 」 と い う 。 ） を 行 っ た 一 般 都 市 施 設 （ 指 定 施 設 を 除 く 。 以

下 同 じ 。 ） に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 交 付 請 求 を 行 っ た 一 般 都

市 施 設 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

５  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 福 祉 の

ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に よ り 作 成 さ れ て い る 様 式 書 類 は

、 な お 当 分 の 間 、 適 宜 修 正 の 上 使 用 す る こ と が で き る 。   
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